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熊本市生物多様性関連事業実施状況について
-熊本市生物多様性戦略 計画期間中に達成すべき目標と具体例-
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基本戦略1
～知る～

基本戦略2
～学び、つながる～

基本戦略3
～守る～

基本戦略4
～創る～

基本戦略5
～活かす～

・自然環境に関する情報が収集・整理され、関係者がアクセスすることができる環境が整っている。

・生物多様性について、認知度が高まり、生物多様性や自然体験に関するイベントへの参加が増加している。
・「生物多様性について知っている市民の割合」H26 13.8%→R5 25.0%

・絶滅危惧種の保全や生きものの生息・生育地の保全、外来種対策等について、緊急的な取組が実施されている。
・効果的な対策の手法についての検証が進んでいる。
・広域的な視点での具体的な取組が実施されている。

・生きものの生息・生育地の創出に寄与する緑化の取組が行われている。
・効果的な緑の創出・ネットワーク形成手法や整備・管理手法が検討されている。
・生物多様性に配慮した整備が増加している。

・「水」や「歴史・文化」の視点と連携し、生物多様性が地域資源であることが認識され、地域の魅力が発掘され、
活用する取組が実施されている。

計画期間
（2023)



基本戦略1 ～知る～
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基本戦略1
～知る～

【目標】
自然環境に関する情報が収集・整理され、関係者がアクセスすることができる環境が整っている。

◎熊本市動植物園に生物多様性情報コーナー設置

・熊本の自然環境や市民活動に関する情報発信の拠点と
して動植物園のいきもの学習センターに生物多様性情
報コーナーを設置

・動植物園内に新設された「水辺のインフォメーションセ
ンター」などにも設置できないか検討中

◎市民参加型セミ調査２０２２

・市民参加型として、セミのモニタリングを実施し、６３６
件の調査報告があった

・ロアッソ熊本のホームスタジアムでもセミ調査を実施

・令和5年度には、より多くの市民に参加をしてもらうた
めの取組として、LINEから報告できるシステムを実証
実験を予定

↑ロアッソ熊本のホームスタジアムに
は飲食店などが多数出店しており、そ
の中に熊本市からもセミ調査のブー
スを出展。試合前にスタジアム周辺で
サポーターと一緒にセミ調査を行った



基本戦略2 ～学び、つながる～
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基本戦略2
～学び、つながる～

【目標】
・生物多様性について、認知度が高まり、生物多様性や自然体験に関するイベントへの参加が増加している。
・「生物多様性について知っている市民の割合」H26 13.8%→R5 25.0%

◎「いきものフェアくまもと2022

～来て見て実感！身近な生物多様性～」を開催

・令和4年5月21、22日に熊本市動植物園で生物多様
性の日イベントとして３年ぶりの開催

・熊本博物館、環境総合センター、動植物園、環境共生
課の4課で連携して実施（4課連携プロジェクト事業）

・多数の方が来園し、各種イベントに参加

◎江津湖の外来種を学ぶアプリ開発

・江津湖の外来種問題に対する理解度向上を目的としたア
プリの開発に向けた熊本県立大学の取組（熊本市は協力）。

・令和5年10月の江津湖みなも祭りで小学生を対象に、ア
プリを使用したイベントを開催予定



基本戦略2 ～学び、つながる～
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基本戦略2
～学び、つながる～

【目標】
・生物多様性について、認知度が高まり、生物多様性や自然体験に関するイベントへの参加が増加している。
・「生物多様性について知っている市民の割合」 H26 13.8%→R5目標 25.0%

◎生物多様性の認知度

・言葉も意味も知っている人の割合

は低水準で推移

・言葉を知っている人の割合は増加

傾向

・意味を理解してもらう取組が必要
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生物多様性について知っている市民の割合
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※R４の値は速報値



基本戦略３ ～守る～

基本戦略3
～守る～

【目標】
・絶滅危惧種の保全や生きものの生息・生育地の保全、外来種対策等について、緊急的な取組が実施されている。
・効果的な対策の手法についての検証が進んでいる。
・広域的な視点での具体的な取組が実施されている。

◎江津湖の外来魚駆除

・外来魚の低密度化を保つため定期的な駆除を実施

→ 一方、江津湖全体にどれだけの外来魚が生息しているか

わからないので効果の検証が難しい

◎アライグマ対策

・隣接する周辺地域でのアライグマ捕獲や確認情報の増加に伴い、熊

本連携中枢都市圏事業を活用し、熊本市、玉東町、宇土市、宇城市の

4市町で広域的な生息状況調査を実施

電気ショッカー船

アライグマ

◎ゴケグモ類の情報発信
・令和4年度は熊本県内で初めてゴケグモ類であるハイイロゴ
ケグモが確認された
→新たにチラシを作成・設置。熊本市ホームページにもハイイロ
ゴケグモを加え情報を発信

ハイイロゴケグモ

捕獲された外来魚



基本戦略４ ～創る～
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基本戦略4
～創る～

【目標】
・生きものの生息・生育地の創出に寄与する緑化の取組が行われている。
・効果的な緑の創出・ネットワーク形成手法や整備・管理手法が検討されている。
・生物多様性に配慮した整備が増加している。

◎生物多様性に配慮した緑地の創出（緑化助成制度）

・令和4年7月1日から緑化助成制度を見直し、住宅や事業所の敷地内
に樹木を植栽される方へ緑化助成（つながりの森づくり補助金）を実施

【改正点】

・個人住宅、共同住宅、事業所の申請要件を緩和

（植栽面積から植栽本数へ変更）

・個人住宅、共同住宅への補助上限額の引き上げ

・熊本市緑の基本計画に規定する緑化重点地区への補助上限額を引き
上げ 等

〇申請要件が緩和され、制度がわかりやすくなったことにより、申請件数が
増加
〇前年度比で植栽面積（㎡換算）は1.53倍となり、令和4年度は緑化目標
の800㎡を達成。 令和3年度 626㎡ → 令和4年度 957㎡



基本戦略５ ～活かす～
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基本戦略5
～活かす～

【目標】
・「水」や「歴史・文化」の視点と連携し、生物多様性が地域資源であることが認識され、地域の魅力が発掘され、
活用する取組が実施されている。

◎水産物フェアの開催

・熊本市の水産物（ノリ・アサリ・ハマグリ等）の認知度向上
と消費拡大を図るために、令和5年3月21、22日にびぷ
れす広場で開催

→ノリ・ハマグリ等の水産物及び水産加工品の販売、ノリの
美味しさPR、熊本市の水産業紹介

◎第4回アジア・太平洋水サミットアフターイベント

・2022年4月に熊本市で開催した第４回アジア・太平洋水
サミットの内容や、「熊本宣言」をはじめとする成果につい
て発表

・高校生を交えたパネルディスカッションでは、今後、地域・
企業・行政が協力して若い世代の活動を支援していくこと
とした


